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の章の考察の中心となるのは、《聖三位一体》（フランクフルト、シュテーデル美術館）に関わる２点の作品、
すなわちエルミタージュ美術館に所蔵される二連画パネルとルーヴェン市立美術館所蔵の祭壇画中央パネル
である。筆者はそこでまず、カンパンの基準作であるシュテーデル美術館の《聖三位一体》について、この
祭壇画平日礼拝面のグリザイユ像が視覚的現実に即した祈念像としての聖三位一体像であるという点にその
革新性を認めている。そしてこの革新性は、基準作の構図が他の図像形式の作品に移植された際、それぞれ
の図像形式に即した新たな意味を獲得したとする。このような議論を踏まえつつ、筆者は造形様式と下書き
素描の形式から、これら２点の作品をカンパンに近い位置にいた画家の手に帰する一方で、コリン・デ・コ
ーテルや「聖血の画家」の同主題の作品を取り上げ、カンパンの受容が１６世紀の前半に至るまで見られる
ことを指摘している。こうして筆者は、基準作に確認されるカンパンの生み出した図像が、さまざまな形で
初期ネーデルラント絵画史の中に浸透してゆく過程を論証しているのである。これに続き、同様に後代まで
継承されたカンパンの図像の例として、《メローデ祭壇画》の中央パネルに遡ることのできる受胎告知図が挙
げられている。 
第４章ではさらに、カンパンのオリジナル作品は確認できないものの、図像と様式の特徴からカンパンの
原作に基づく可能性が提示されてきた「聖母の婚約」「聖グレゴリウスのミサ」「聖母子を描く聖ルカ」「三王
礼拝」を主題とする一連の作品が取り挙げられる。これらの作品には、１５世紀に制作されたカンパンのコ
ピーという説があるものから１６世紀前半に制作された追随者の翻案と見なされる作品までもが含まれてい
る。そこで筆者はまず前者の作例について研究史を整理した後、様式批判と近年の科学分析の所見を用いて
カンパンのコピーであることを確認し、さらに１６世紀の追随者の作例がどのようなかたちでカンパンの当
初の構図を継承したかを調査する。そして上記のような分析をもとに筆者は、初期ネーデルラント絵画にお
けるカンパンの意味を総括している。すなわちカンパンは後期作品においても新たな創造性を発揮し、基準
作だけではなく失われた作品を通じてネーデルラント絵画に多大な影響を与えたのみならず、１５世紀末か
ら１６世紀初頭にかけてとりわけ多数の追随作品が制作されていることからして、ネーデルラント絵画がイ
タリア絵画の影響を強く受けた時期に至っても懐古主義的な潮流の中で、一定の存在感を示していたと結論
づけるのである。 
申請者の論文は、今日まで美術史上、多くの議論を呼んできた画家ロベール・カンパンを巡る膨大な研究
史を整理しつつ、この画家に対する妥当な見解を示そうと試みるものである。１６世紀前半の追随者の作品
を含めて筆者はカンパンに関連づけられる作品をカタログ化しているが、本論文はこうした基礎作業に支え
られた包括的な研究として評価すべきものである。論文中の個々の問題についてはさらに考察を重ねる必要
がある点も多く認められるものの、カンパンという画家に対する総合的な観点から膨大な資料を整理し、分
析を加えることで独自の見解を示そうとしたという点において、博士論文の要件を満たす論考であると認め
られる。 
